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Cefotiam hexetilの 臨床 的検 討

北川泰久 ・松岡康夫

小林芳夫a)・藤森一平b)

川崎市立川崎病院内科*

現 慶応義塾大学医学部中央臨床検査部a)

現 大口東総合病院内科b)

新しく開発 されたセフ ァロスポ リン系抗生剤cefotiam hexetil(CTM-HE)を 気道感染

症に使用し,そ の臨床効果および副作用を検討 した。対象は8例 で男性3例,女 性5例,

年齢は23歳 か ら67歳,平 均44.8歳 であった。疾患の内訳は,肺 炎1例,急 性気管支炎3

例,急 性咽頭炎3例,急 性 扁桃炎1例 であった。薬剤投与法 は,CTM-HEを1回200

mg,1日3回 経口投与 した。投与 日数は,4日 か ら10日 間,平 均6.5日 で あった。効果判

定は,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段 階 とした。

臨床効果判定は全例 で可能であった。全例有効で,有 効率は100%で あ った。

起炎菌は2例 で2菌 種同定でき,い ずれ も菌は消失 した。

副作用は,全 例で認 めず臨床検査値異常 もなかった。

以上の結果よりCTM-HEは,内 科領域の感染症治療 に有用な薬剤 と考 えられた。
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Cefotiam hexetil (CTM-HE, SCE-2174)は,武 田薬

品が開発 した抗 生剤 で,注 射 用広 域 性 セ フ ァロ スポ リン

剤cefotiam(CTM)の 経 口 剤 で あ る。本 剤 は,小 腸 に

おいて加水 分解 によ り,活 性 体 で あ るCTMと な って血

中に吸収 され,幅 広 い抗 菌 スペ ク トル を示 し,グ ラム 陽

性菌 な らびに グ ラム陰性 菌 に対 す る抗 菌 力 も強 い1樹 。そ

の化学 構造 式 をFig.1に 示 した が,CTMの4位 カル ボ

キシル基 をエ ステ ル化 した もの で あ る。

Fig. 1 Chemical structure of cefotiam hexetil

我々は,内 科領域の気道感染症に本剤を使用する機会

を得たので,そ の臨床成績を報告する。

1. 対 象 と 方 法

対象は昭和61年1月 か ら7月 までに川崎市立川

崎病院内科で加療 した患者で男性3例,女 性5例,

年齢は23歳 か ら67歳,平 均44.8歳 で あった。この

うち外来患者7例,入 院患者1例 であった。

疾患の内訳 は,肺 炎1例,急 性気管支炎3例,急

性咽頭炎3例,急 性扁桃炎1例 であった。

薬剤投与法は,CTM-HE1回,200mgを1日3

回経 口投与 した。投与 日数は4日 から10日 間で,平

均6.5日 で あった。

効果判定は,細 菌学的には菌の消長,臨 床的には

発熱,咽 頭痛,咳 漱,喀 疾などの臨床症状 と赤沈値,

白血球数,胸 部X線 像な どの検査所見の改善を観察

し,下 記の判定基準に従って4段 階に評価 した。

著効(excellent):原 因 菌の消失および/あ るいは

臨床症状の急速な改善 を得 たもの。

有効(good):原 因 菌の消失および/あ るいは臨床

症状 の明 らかな改善が得 られた もの。
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やや有効(fair):原 因菌の減少 した もの,あ るい

は臨床症状の軽度改善が得 られた もの。

無効(poor):原 因 菌の消失をみず,臨 床症状 も不

変ないし増悪したもの。

II.成 績

1.臨 床効果

8例 の成績一覧をTable1に 示 した。

症例1は 肺炎の症例で,10日 間 のCTM-HE投 与

により解熱,咳 漱,喀 疾の改善,急 性期反応物質の

減少,白 血球数の減少,胸 部X線 像の改善を認め

た。起炎菌は明らかでなく,有 効 と判定 された。

症例2,3,4は 急性気管支炎の症例で,起 炎菌は

症例2で,Streptococcus pneumoniaeが 検 出され,

7日 間のCTM-HE投 与 により臨床症状の改善,菌

の陰性化をみた。細菌学的効果は消失 と判定 した。

症例3,4は 起炎菌不明であったが,い ずれ も臨床症

状の改善があ り有効 と判定した。

症例5,6,7は 急性咽頭炎症例で,起 炎菌は症例

5で は,Haemophilus influenzaeと 推 定され,症 例

6,7は 不明,い ずれ も4日 ないし5日 間の投与によ

り臨床症状の改善を認めた。 また,症 例5で は細菌

学的にも除菌を認め消失 と判定 した。

症例8は 急性扁桃炎症例で,起 炎菌は不明であっ

たが,咽 頭痛の消失など臨床症状の改善があ り有効

と判定された。

2.副 作用 ・臨床検査値異常

CTM-HE投 与 中に本剤による と思われる自覚的,

他覚的副作用は全 く認めなかった。

本剤投与前後の臨床検査値 の推移はTable2に 示

した。末梢血(白 血球数,赤 血球数,血 小板数),肝

機能(血 清GOT,GPT,Al-P),腎 機 能(血 清 クレ

アチニン,尿 蛋白)の 投与前後の数値を検討 したが,

本剤によると思われる異常変動は認めなか った。

III.考 察

CTMの 経 口用薬剤 として開発 され,吸 収後,生

体 内ではCTM本 体 として働 くCTM-HEを 内科

領域感染症,特 に気道感染症8例 に使用 し全例有効

で,100%と い う優れた有効率 を得た。その原因 とし

て,本 剤では消化管吸収により,高 い臓器内濃度が

得 られることが先ず考えられる。 また第2に は,疾

患の内訳が,急 性咽頭炎4例 および急性気管支炎3

例 を含み,気 道感染症 としては軽症例が7例 含 まれ

ていた点が影響 したもの と考えられる。 しか し残る

1例 は肺炎の症例で,本 症においても10日 間投与で

臨床的に有効 との結果を得 た。細菌学的評価 は,急

性咽頭炎および急性気管支炎の各1例 において評価

しえたのみであった。本剤 によると考 えられる副作

用,お よび臨床検査値異常 もな く,今 回の検討で見

るかぎり,本 剤は今後 さらに臨床的評価 を進 めてい

く価値のある薬剤であると考えられた。
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CLINICAL STUDIES ON CEFOTIAM HEXETIL 
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Department of Internal Medicine, Kawasaki Municipal Hospital, 

12-1 Shinkawa-tori, Kawasaki-ku, Kawasaki 210, Japan

Cefotiam hexetil (CTM-HE), a new orally-absorbed pro-drug of cefotiam, was evaluated clinically 
in 8 patients (aged 23-67 years, mean 44.8) with respiratory tract infections. The daily dose of CTI11
-HE  was 600 mg in three divided oral doses and the duration of treatment ranged from 4 to 10 days ,
The results were as follows : 

1. The clinical effect of CTM-HE on respiratory tract infections was good in all 8 cases . The 
efficacy rate was 100%. 

2. No side effect was noted.


